
こんにちは、仏教！ 
生き抜くためのヒントが 
ここにある !!

仏教、と聞いて何を想い浮かべますか—— 

お寺、仏像、葬式、お経、坊さん……

初詣や御利益、パワースポットをもとめて神社にはお参りする
けれど、お寺に行くのは、お墓参りとか人の死に関係している
みたいな。

お寺にある、たくさんの仏像もいろんな種類があるらしいし。

そもそも、浄土真宗とか日蓮宗とか真言宗とか……

いろんな宗派っていうのがあるのもよく分からない。

といったぐあいに、「仏教」には何かモヤモヤしたものが取り
巻いている感じ。


しかし！　2500年近く前にインドで発祥した仏教は、肝心の
本家本元ではすたれ、遠く東の端の日本で1470年にわたり生
き残り、発展したのも事実。民衆に支持され、深く根付いたの
には、それなりの理由があるはずです。


生きるための仏教とは何か？

そこに秘められた教えを分かりやすく解き明かし、

日々を生きるためのヒントにしてもらおう！　というのがこの
イベントの目的です。

迷っている人も迷わない人も　

悩める人も悩まない人も

ふるって、ご参加ください。

【スピーカー紹介】 

◉SALLiA（サリア） 
2012年からミュージシャン活動をスタート。2016年に楽曲がUSEN週
間インディーズランキング１位を獲得。2017年から自らに起きた事故
をきっかけに“仏像オタクニスト”としての活動を決意。2018年12月、
『生きるのが苦しいなら——仏像と 生きた3285日』を出版、各方面か
らの話題を呼ぶ。

2019年5月に開催された日本最大の寺社フェス「向源」を皮切りに、
様ざまな場所での講演会や仏教講師として本格的に活動を開始。若者
からシニアまでの幅広い層をはじめ、僧侶からの支持も厚い。


◉佐野充照（さの・じゅうしょう） 
本門法華宗大本山妙蓮寺・執事長、塔頭「円常院」住職。

人と人、人とモノ、人と地域を繋ぐ「町家倶楽部ネットワーク」代表
として、1995年から空き町家、空き工場などの有効利用を促進。

その他にも、地域コミュニティの活性化を図るためのイベントや活動
を数多く企画し実践する。妙蓮寺におけるフリーマーケットの開催、
現代アートとのコラボレーションなど、「開かれた」寺の仕掛け人と
しても知られる。京都で最も行動・実践派の僧侶の一人である。

【日時】12月21日（土）　19 : 00 ～ 21 : 00
【場所】prologue（プロローグ） 　☎075-555-1500
　　　　京都市中京区二条通油小路東入西大黒町318　
【料金】3,000円（１ドリンク付き）
　
　＊お申込は下記URLより
    https://peatix.com/event/1383353/view
       

12/21(土) 
 19:00～21:00

“仏像オタクニスト”SALLiA（サリア）

京都を代表する行動派住職 

佐野充照

熱い二人のトーク・セッション

いま、 
仏教界で話題の“仏像オタクニスト”の
SALLiAと京都を代表する行動派僧
侶・佐野充照がコラボレーション！ 
生きるための仏教って何だ!？　


